
 

         

 

 

公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 11 月 ５ 日 

警 務 部 警 務 課 

    

「犯罪被害者支援フォーラム 2025 in にいがた」の開催について 

項  目 内        容 

開 催 目 的
 

 新潟県犯罪被害者等支援条例において「被害者支援を考える月間」

と定めた 11 月における広報啓発活動の一環として、広く県民が犯罪被

害者等の実情について理解を深め、地域社会全体で犯罪被害者等を支

える気運を醸成することなどを目的に当フォーラムを開催するもの。 

主 催 新潟県、新潟県警察、公益社団法人にいがた被害者支援センター 

日   時
 

令和７年 11 月 22 日（土）午後１時 30 分から午後４時 15 分まで 

場 所 
新潟市中央区上所２丁目２番２号 

 新潟ユニゾンプラザ多目的ホール 

参 加 者  一般県民、支援団体、県・市町村職員、警察職員等 

開 催 内 容 

１ あいさつ 

  新潟県総務部長、新潟県警察本部長、にいがた被害者支援センター理事長 

２ 表彰式 

  犯罪被害者等支援功労知事表彰（１団体、１個人） 

３ 作文朗読（録画再生） 

(1) 『伝えること』 

  新潟県立新潟高等学校 米山
よねやま

 明日
あ す

花
か

 さん 

(2) 『未来の社会へ』 

  新潟市立新潟柳都中学校 吉田
よ し だ

 碧
あ

伶
お

 さん 

４ 基調講演 

  『想いと願い』 

  講師 「京都アニメーション」放火殺人事件 

  ご遺族 渡邊 達子 氏（被害者母）／渡邊 勇 氏（被害者兄） 

５ ミニコンサート 

  新潟県警察音楽隊 

そ の 他 

 県警ホームページ、Ｘ（旧ツイッター）を活用した広報のほか、県と

連携をとりながら、各市町村、県立施設などに対しポスターを配布する

など、広報活動を実施する。 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令和７年 11 月５日 

警 務 部 監 察 官 室 

 
令和７年度第２四半期（７月～９月）の監察実施結果について 

 

 項 目 内     容 

実施結果 

１ 総合監察 

（1） 実施署 

    ４署（見附署、上越署、南魚沼署、佐渡署） 

(2) 実施事項 

   各部の業務監察、通常点検、監察執行官と若手・中堅職員及び

幹部職員対象の意見交換、留置場の常設署にあっては巡視を実施

した。 

(3) 改善を求めた事項 

  ア 厳正な規律の保持に向けた取組状況について １件 

  イ 事件及び証拠物件の管理状況について    ２件 

２ 随時監察 

(1) 実施数 

51 か所（警察署４、交番 13、駐在所 27、本部執行隊７） 

 (2) 指導事項 

  ア 厳正な規律の保持・基本の徹底について   15 件 

  イ 庁舎管理・環境整理について        ２件 

  ウ 情報管理について             ２件 

  エ 適切な拳銃の保管管理について       １件 

 (3) 改善を求めた事項 

  ア 厳正な規律の保持・基本の徹底について   ２件 

イ 私的管理金の保管管理について       １件 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 1 1 月 ５ 日 

生活安全部生活安全企画課 

 

特殊詐欺被害防止広報のための 

山崎製パン×新潟県警察コラボ製品について 

概 要 

新潟県内における特殊詐欺の被害状況は、本年９月末現在におい

て前年同期比で激増しており、犯行に国際電話が利用されることが

多い現状、国際電話の利用休止促進が急務となってる。 

そこで、このたび全国的に知名度の高い山崎製パン株式会社の新

潟工場からの協力を得て、消費者である県民に向けて特殊詐欺の被

害防止を強く訴えかけるため、製品パッケージに国際電話利用休止

を呼びかけるメッセージを掲載した新商品を発売することとなった

もの。 

山 崎 製 パ ン 

× 新 潟 県 警 察 

コ ラ ボ 製 品 

【発売日】 

令和７年 11 月１日(土) 

【販売期間】 

約２か月間を予定 

【パッケージ概要】  

「みんなでとめよう!!国際電話詐欺＃みんとめ」など県民へ被害防

止を呼びかけるメッセージ等がデザインされているもの。 

広 報 イ ベ ン ト 

（ 予 定 ） 

【日時】 

令和７年 11 月 19 日（水）午前 11 時から 

【場所】 

新潟市江南区下早通柳田１丁目１番１号 

  イオンモール亀田インター マリンコート 

【広報内容】 

 コラボ製品等を配布して、国際電話利用休止申込みの促進を始めと

した特殊詐欺被害防止広報を実施する。 

そ の 他 
協力いただいた山崎製パン株式会社新潟工場に対し、感謝状を贈呈

予定である。 
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※ ( )内は前年同期比、数値は暫定値

　 　○　全刑法犯の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　重要犯罪の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　窃盗総数の認知件数は 件（ 件、 ％）

　　 ○　検挙件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　検挙人員は 人（ 人、 ％）
　　 ○　検挙率は ％（ ポイント）

全刑法犯

重要犯罪

殺人

強盗

放火

不同意性交等

略取誘拐・人身売買

不同意わいせつ

窃盗総数

重要窃盗

侵入盗 ※

自動車盗

ひったくり

すり

上記以外の刑法犯

　 ※侵入盗とは、空き巣、忍込み、事務所荒しなどをいう

　１　刑法犯の概況

-81
+123

認知件数 検挙件数
　２　罪種別状況

公 安 委 員 会 説 明 資 料
令 和 ７ 年 11 月 5 日
刑 事 部 刑 事 総 務 課

生活安全部生活安全企画課

令和７年９月末の犯罪情勢について

4,713
137

7,184

-113
+25

　(1)　認知状況
±0.0
+22.3

+5.7
-2.1

±０

刑 事 部 組 織 犯 罪 対 策 課

９月末
令和７年 前年 令和７年 前年

-2.3

53.4
2,271
3,833

-1.1

5

59

検挙率 検挙人員

7,184

137

16

-1.1 

+1.4 

+52.1 

2,271

110

15

令和７年 前年 令和７年 前年
同期比 ９月末 同期比 ９月末 同期比 ９月末 同期比

4

2,334

±0 

+25 

+13 

+5 

-2 

+4 

+1 

+4 

-113 

-263 

-251 

-9 

-2 

-1 

4,713

537

515

17

1

12

5

40

+88 

3,833 -81 

123 +24 

19 +17 

11 +3 

5 -2 

31 ±0 

4 -1 

53

8 +6 

1,310 -16 

53.4

89.8

118.8

91.7

80.0

68.2

0.0

347 -304 

11 -3 

0 -1 

+7 

2,400 -89 

366 -302 

-45.0 

89.8 +6.2 

50.9 -0.7 

-22.6 

100.0 ±0.0 

77.5 -8.6 

-33.3 

200.0 +160.0 

56.1 -2.9 

-15.3 

67.4 -17.6 

64.7 +10.9 +2 

-1 

+3 

1,130

74

62

8

0

19

5

32

3

36

-48 

　(2)　検挙状況

4

1,031

+123 

+27 

+12 

+10 

±0 

+6 

-1 

±0 

+144 

-7 

-11 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

R5 481 540 739 690 739 805 756 802 821 868 740 691 8,672

R6 534 691 688 813 883 902 932 944 797 815 783 635 9,417

R7 519 539 667 796 861 976 939 881 1,006 7,184

0

500

1,000
認知件数の推移（月別）
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     (2) ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知状況

　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙件数は、５件（＋５件）
　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙人員は、４人（＋４人）

　　　○　交付形態は、振込74件【71.2%】、暗号資産27件【26.0%】、電子マネー２件【1.9%】

　　　　　その他１件【0.9%】

　　 (3) 検挙件数・人員等
　    ○　特殊詐欺の検挙件数は、67件（＋19件、＋39.6％）
　    ○　特殊詐欺の検挙人員は、16人（＋２人、＋14.3％）

　    ○　交付形態は、振込126件【65.3%】、現金手交16件【8.3%】、現金送付15件【7.8%】
　    　　電子マネー18件【9.3%】、キャッシュカード手交12件【6.2%】、その他６件【3.1%】

　    ○　認知件数は、104件(＋７件、＋7.2%)
　    ○　被害総額は、10億7,966万円(－7,502万円、－6.5%)
　    ○　当初の接触手段は、ダイレクトメッセージ72件【69.2%】、バナー等広告21件【20.2％】
　    　　投稿８件【7.7％】、その他３件【2.9%】

   ３　特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の概況
     (1) 特殊詐欺の認知状況
　    ○　認知件数は、193件(＋62件、＋47.3%)
　    ○　被害総額は、７億6,836万円(＋２億8,845万円、＋60.1%)
　    ○　当初の接触ツールは、電話128件【66.3%】、メール・メッセージ50件【25.9%】
　　　　　ポップアップ表示12件【6.2%】、その他３件【1.6%】

（被害額の単位：万円）

増減

件数 被害額 件数 被害額 件数 被害額
区　　分

令和７年 (９月末) 令和６年 (９月末)

+28,845

 オレオレ詐欺 94 64,172 42 20,717 +52 +43,455

  特 殊 詐 欺 193 76,836 131 47,991 +62

+2,687

 架空料金請求詐欺 67 6,895 52 22,615 +15 -15,720

 預貯金詐欺 11 2,687 1 0 +10

 金融商品・ギャンブル

交際あっせん・その他 5 1,140 7 521 -2 +619

-357

 融資保証金詐欺 1 193 1 60 ±0 +133

 還付金詐欺 15 1,749 21 2,106 -6

-1,972

104 107,966 97 115,468 +7 -7,502

 キャッシュカード詐欺盗 0 0 7 1,972 -7

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺

+12,618

 ＳＮＳ型ロマンス詐欺 54 32,134 44 52,254 +10 -20,120

 ＳＮＳ型投資詐欺 50 75,832 53 63,214 -3

件  数 人  員

令和７年 令和６年 令和７年 令和６年

(９月末) (９月末) (９月末) (９月末)

 特　殊　詐　欺　本　犯

-3

54 61 -7 38 41 -3

1 3 -2 0 0 ±0

+2

+4

2 0 +2

±0

0 1 -1 0 1 -1

39 43 -4 36 35 +1

 ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺 5 0 +5 4 0

13 6 +7 0 0

2 11 -9 2 5

3 0 +3 2 0

2 0 +2

 キャッシュカード詐欺盗

 金融商品・ギャンブル・交際あっせん・その他

34 30 +4 14 10 +4

区　　分
増減

1

26

0

0

1

0 0 0

 オレオレ詐欺

 預貯金詐欺

 架空料金請求詐欺

 還付金詐欺

 融資保証金詐欺

増減

67 48 +19 16 14 +2

0

0

25

1

　組織的犯罪処罰法

ＳＮＳ型投資詐欺

ＳＮＳ型ロマンス詐欺

±0

 助　長　犯　罪

　口座詐欺

　犯罪収益移転防止法

　携帯電話不正利用防止法等、その他

-1

-1

±0

±0

2

0

0

0

+3

+19

-6

+1

±0

3

6

6



 ４　特殊詐欺等に係る被害防止の取組（令和７年９月末）

  (1) 声掛け阻止状況

　ア　特殊詐欺

130 件

（ +17 件、 +15.0% )

   ○ 特殊詐欺の　　　

14,578 万円

（ +9,214 万円、 +171.8% )

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

   ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止件数は 31 件

（ +2 件、 +6.9% )

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止金額は 4,629 万円

（ -775 万円、 -14.3% )

  (2) 予兆事案に係る相談の受理状況

　ア　特殊詐欺

　 ○ 特殊詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

件　（ +2,934 件、 +134.9% ）

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

175 件　　（ +73 件、 )

179 件　　（ +105 件、 )

354 件　　（ +178 件、 )合計 +101.1%

SNS型投資詐欺 +71.6%

SNS型ロマンス詐欺 +141.9%

5,109

 　○ 特殊詐欺の

　　　声掛け阻止件数は

　　  声掛け阻止金額は

※ 欺罔手段に用いられたツールのその他はポップアップ・ＦＡＸ送信・パソコン修理名目のサポート

※ その他の手口は預貯金・融資保証金・金融商品・ギャンブル・詐欺盗など

※ その他は、第三者の声掛けにより 阻止されたもの

※ その他は、第三者の声掛けにより阻止されたもの

※ その他は、X・TikTok・メール等

【被害防止対策】

○ 国際電話利用休止申込み専用ブースの設置 【本部・各所属】

○ 大型ビジョンにおけるニセ警察詐欺被害防止動画の放映【長岡】

○ 特殊詐欺等被害防止マイスター認定証の交付 【加茂】

○ 防犯機能付き電話機の贈呈 【十日町】

前年同期比 前年同期比

　総数 130 +17 14,578 +9,214

金融機関 59 +37 13,678 +9,476

コンビニ等 53 -18 520 -152

その他 18 -2 380 -110

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

前年同期比 前年同期比

　総数 31 +2 4,629 -775

金融機関 24 -2 4,555 -813

コンビニ等 6 +3 74 +38

その他 1 +1 0 ±0

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

電話 （前年同期比） メール （前年同期比） ハガキ・封書 （前年同期比） その他 （前年同期比）

4,452 ( +2,830 ) 340 ( +31 ) 13 ( +5 ) 304 ( +68 ) 5,109 ( +2,934 )

架空料金 350 ( -228 ) 264 ( -29 ) 12 ( +4 ) 275 ( +51 ) 901 ( -202 )

オレオレ 3,933 ( +3,150 ) 47 ( +42 ) 1 ( +1 ) 8 ( +3 ) 3,989 ( +3,196 )

還付金 160 ( -78 ) 3 ( +2 ) 0 ( ±0 ) 0 ( ±0 ) 163 ( -76 )

その他の手口 9 ( -14 ) 26 ( +16 ) 0 ( ±0 ) 21 ( +14 ) 56 ( +16 )

欺罔手段に用いられたツール
合計 （前年同期比）

　総数

フェイスブック （前年同期比） LINE （前年同期比） インスタグラム （前年同期比） マッチングアプリ （前年同期比） その他 （前年同期比）

総数 57 ( +32 ) 31 ( +7 ) 80 ( +37 ) 39 ( +17 ) 147 ( +85 ) 354 ( +178 )

投資 17 ( +8 ) 21 ( +1 ) 38 ( +16 ) 6 ( +2 ) 93 ( +46 ) 175 ( +73 )

ロマンス 40 ( +24 ) 10 ( +6 ) 42 ( +21 ) 33 ( +15 ) 54 ( +39 ) 179 ( +105 )

当初接触ツール
合計 （前年同期比）



公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 1 1 月 ５ 日 

刑事部組織犯罪対策課 
 
 

ＳＮＳ型投資詐欺事件被疑者の検挙について 
（与板署・組織犯罪対策課・機動捜査隊） 

被 疑 者 

１ 住居不詳 

甲 （女 当時 19 歳） 

２ 住居不詳 

  乙 （男 当時 26 歳） 

検 挙 年 月 日 

 

罪名・ 検挙 種別 

１ 令和７年 10 月 15 日 被疑者甲を詐欺未遂で現行犯逮捕 

 

２ 令和７年 10 月 16 日 被疑者乙を詐欺未遂で通常逮捕 

事 案 概 要 

(1) 被疑者らは、氏名不詳者らと共謀の上、令和７年６月 11 日頃

から、動画配信サイトにおいて配信された偽の投資動画を閲覧

して接触してきた長岡市居住のＡさん（40 歳代、女性）に対し、

氏名不詳者らが複数回にわたり証券会社のトレーダーやアシス

タントを名乗ってコミュニケーションアプリのメッセージ機能

を使い、実在しない証券投資に勧誘し、氏名不詳者らの指示す

るように投資すれば、運用した投資取引による利益が毎月確実

に得られ、更に、その売却利益を得るためには、所得税や手数料

を払う必要があるものと誤信させ、10 月 15 日、被疑者らが長岡

市内の店舗駐車場において、現金の交付を受けようとしたが、

Ａさんが警察に相談して詐欺を看破していたことから、その目

的を遂げなかった。 

(2) 与板署等により「だまされた振り作戦」を実施し、現金を受け

取りに現れた被疑者らを検挙した。 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料

令 和 ７ 年 11 月 ５ 日

交 通 部 交 通 指 導 課
 

道路運送法違反（有償運送）被疑者の検挙について 
 

（新潟北警察署・交通指導課） 

被 疑 者
 
 

甲 （男 ４４歳） 

 

検 挙 日 時 

罪名・逮捕種別 

令和７年 10 月 29 日 

道路運送法違反（有償運送）で現行犯逮捕 

事 案 概 要 

被疑者は、令和７年 10 月 29 日午前 10 時 29 分頃、北蒲原郡聖籠

町大字綱代浜地内の聖籠町道において、自家用中型乗用自動車を法

令で定める事由がないのに旅客運送に使用して、乗客から運賃を収

受した。 
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